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群馬県館林地方の肝吸虫 を 主 と し た

寄生虫の疫学的調査
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了

新

木鈴

の漁獲量も大て，蛋白源とじて自然手近かな水産魚類に

頼る傾向がみられる。

調査方法

調査は1956年5月と 9月にわけて実施された。即＇！） ，

との地方の旧 6カ町村より，各一部落を選出して，その

部落全住民の尿を稀塩酸 ・エーテルを用いた集卵法によ

る同時標本8枚値 (18×18mmのカバーグラス使用〉によ

り検査した。た立し，一部に民の提出を見ないところも

あり，その提出率は85.5%以上（未提出者中に若干の転

群馬県館林地方（邑楽郡〉における肝吸虫の感染状況

については高野 (1935）及び著者の一人小宮ら (1950)

の高校生を対象として行った調査があるが，いずれもこ

の地方一帯に肝吸虫感染者の存在しているととを報告し

ている。我々はζの地方住民の内部寄生虫特に肝吸虫の

蔓延状況に関して，その正確な実態を把握するために木

調査を行ったのでその成績を報告する。

この地方は関東平野の西北部にあり，概ね平坦である

が，や〉西高東低の地形て，北， 南，東には矢場川，渡

良瀬川及び利根川の三流が，中央には谷田川が東流し，

とりわけその東部は栃木県藤岡附近の大遊水地帯に隣接 第 2図 館林地方の肝吸虫，鈎虫，虫回虫の地区

別感染率 上より郷谷，伊奈良，海老

瀬，館林西谷田，大箇野地区の感染率を 90
%の信頼限界幅で示す．
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じ，内に板倉沼，郷沼及び多々良沼など大小20有余の池

沼を有する湿地帯である。まだこれら池沼よりの淡水魚
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地て，排水用の堀が幾条も通過している。しかし，との

ような地勢については比較的低湿地てあり，淡水魚が棲

息していると云いうるが，特に他地区と大差はないと考

えられる。

年齢別に考察すると（第8図a), 3階級に好け得た。

すなわち，13歳以下， 29歳以下及びそれ以上の 8階級て，

成人層が一般に高いことは云うまでもな

い。とのととは肝吸虫の感染が経口的に

成立するので，成入居が高いのは当然で

あるが，全住民の全平均感染率が低い場

合には，成年層のそれが低くなると忠わ

れるo換言すれば両層聞の感染率の差は

消滅すると推定される（小宮ら，1957)。

つまり，その地区の肝吸虫感染率は感染

の集積された成人の感染率によって左右

されるととを意味する。

次に肝吸虫の感染状況を性別に比較し

たものが第4図で，図は両性の総感染者

数を求め，との総感染者数の何ノミーセントが一万に配分

されているかを90%の信頼度によって信頼限界を求めた

ものであるが，いずれの信頼限界も50%を含んでいるの

で両性による感染率の有意差は認められないと考えられ

る。しかし， ζの調査とほ三同時期に行った長野県諏訪

湖周辺地方の調査では男子が女子に比較して有意的に多

い。とのととは男子が一般に女子より感染の機会が多い

ととを示している訳て，逆に考えるならば， 感染率の

高い地方ては女子も相当数の感染を受けているのではな

いかという推定が成立しうる。とのことについては，さ

らに各地の調査成績や後に記する生活風習などを綜合し

てみなければならないと考える。

次に，職業別に感染状況を調査したが，職業の判然と

第 5図 肝吸虫の職業別感染率
郷谷，伊奈良，館林のみ472名の
感染率を98%の信頼限界で示す
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出，死亡者があり，また提出者中には検査不能は含まれ

ていなしウであった。これら調査には全地域を併せて

930名が受検した。

調査成績及び考察

調査の結果， 14.84%の肝吸虫感染者を見出した。こ

の平均感染率は本邦においてもかなり高いものと推定さ

館林地方の肝吸虫，鈎虫，虫回虫の年齢別感染率
各年齢別の感染率を 90%の信頼幅で示す

第 3図
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れる。との感染率を地域別に比較するため，感染率を90

%の信頼巾て示し，6地区平均感染率と比較したものが

第 2図aである。図によると伊奈良，海老瀬ては平均値

より高く ，郷谷は低い。他の 3地区は平均牙布を示すと

見倣され，地区による差をみるととが出来る。伊奈良は

西方に谷田川，北方に幹線堀が通過し，東北は沼沢地て

水田が多い。また海老瀬は上記遊水地帯に隣接し，低湿
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肝吸虫の性別感染率を示す

百分率相関図表
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昭和 32年 6 月 (1957）〕

しないものを除いたので 472名がとの調査の対象となっ

た。第5図は各職業従事者の感染率を90%の信頼限調て

表したもので，平均値 （13.6%）より高い感染を示した

職業は農業のみであった。 この地方には漁業専従者はな

く，漁業従事者は上記農業従事者に含まれている。職業

によるとのような差について我々は目下各地の感染状況

を調査しているが，地方によって夫々異っており，我々

はこれらのととから，職業による差はむ しろ存在しない

と見た方が妥当であると考えている。即ち，年齢別，性

別，職業別などの感染状況を考え併せて，肝吸虫の感染

にあっては，各家庭の淡水魚生食の風習を始め，種々考

えられるメタセルカリアの経口摂取等の何らかの風習が

極めて重要てあり，人聞の生活型が感染に大きく影響を

及ぼしていて，たまたまとの地方ては農業従事層に主と

して表われたものと考える。次に実際に肝吸虫感染に

ついて，家族集積性が認められるか否かを検定するため

に，二項牙布による理論分布を計算すると， χ2＿検定に

より実際の牙布と一致しない。つまり，明らかに家族集

積性が認められる。このととは同一家族内における食生

活風習が肝吸虫感染に大きな影響を与えるととを裏付

け，魚類生食等の晴好ないし習慣は家族的に回定する傾

向が強いことを示す。い〉かえれば，一家族の両親がこ

のような噌好ないし風習を有する時には，その家庭内の

構成員も亦乙れに準ずる場合が多い。従って淡水魚の生

食ーにより媒介される本虫の感染者に家族的集積が生じて

くることは充牙合理的であると考えられる。一方，との

問題の解明のためには感染家族と非感染家族との食生活

の相違その他の条件をも更に具体的に調査してみる必要
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があろう。

また，板倉沼を始め，各池沼は干沢が進捗して淡水魚

の棲息も急激に減少し，農民始め一般の衛生思想もかな

り普及してきているので過去における感染率については

不明てあるが，感染状況は恐らく減少しつつあるものと

推定される。

中間宿主

第二中間宿主としての淡水魚の存在並びに肝吸虫メタ

セノレカリアの感染状況については，著者の一人である小

宮ら(1950）が権現沼，谷田川， 域沼及び多々良沼て調査

したが，モツゴ（58.7%), タモコ ロ（61.5%), ヤリ

タナゴ（78.6%), バラタナゴ （35.7%）に寄生を認め

ている。我々も第l表に示すように，幹線掘，郷沼，板

倉沼，内沼及び谷田川の淡水魚の寄生度を検した。検査

は全身筋肉の圧平標本を鏡検したものであるが，魚の種

類及び数において少なきに失するため，との成績をもっ

てこの地方全般を論ずることは出来ない。しかし，モッ

ゴとパラタナゴに寄生を認め，今なお，感染の機会が有

りうることを示している。小宮らは第二中間宿主の感染

頻度は高くても個体にたいする感染濃度は稀薄であると

のべたが，この調査においても最多5コ，最少 1コてあ

まり多くない。

第一中間宿主のマメタニシについては，今回組織的な

調査は実施し得なかったが，城沼周辺の小川その他一，

この場所に見出され，小宮ら（1950）も各地にみている

ことから木地方一円に棲息していると考えられる。

肝吸虫以外の寄生虫の感染扶況

ζの地方て最も高い感染率を示したものは鈎虫てあ

第1表 第二中間宿主の肝吸虫メタ セルカ日ア 自然感染度

J三宅
幹 線 堀 郷 沼 板倉沼 内 沼 谷田 川

検査
陽 百

検査
陽 百 検 陽 百 検 陽 百 検 陽 百

J性 分 J性 分
数査

J性 分 査 ｛性 分 査 J性 分
数 数 比 数 数 比 数 比 数 数 比 数 数 比

% ／。O／ % ヌ6 Jb 
弓壬 ツ コ、 4 。。 2 。。 1 1 100 2 1 50 

タ モ ロ ::1 5 。。 7 。。
ャ P タ ナゴ 2 。。
ノf ラ タ ナゴ 6 。。10 1 10 2 。。 2 。。

ナマズ
オイ カ ワ 2 。。 3 。。

ライギョ
ト ユ／ 3 。。 1 。。
フ ナ 2 。。 2 。。
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り， 43.98%であった。これを年齢別にみた場合（第 3

図的， 16歳未満， 19歳まで及びそれ以上の 8群に分ける

ととが出来，一般には農耕従事者の多い成人層に高い。

地域的にも差があり，町を形成して農耕地が少し農業

従事者の極めて少い館林ては9.17%であり，この館林を

除いた 5地区平均は 48.42%となる。館林を除く農村地

区のみで年齢別感染を調べると， 19歳未満とそれ以上の

2群に分れる。これは，この地方の農村の17歳～19歳の

年齢層も感染率が低い。つまり，との年齢層は著者の一

人鈴木 (1956）が報告している東北地方の農村の感染状

況と多少異っているが，乙れは，両地方における農業形

態の差，即：；，生活型や牙布鈎虫の相違を示すものかも

しれない。

分布鈎虫の種別については，検査時に郷谷，海老瀬及

び館林の 21名を任意に選ぴ，瓦培養法によって調べた

ところ，ヅピニ鈎虫単独寄生2名，アメリカ鈎虫単独寄

生 14名，両種混合寄生5名てー般にアメリカ鈎虫が多

い。また， 1956年末本地方の鈎虫感染者の駆虫に当り，

大箇野在住の 9名について駆虫薬〈四塩化エチレン〉最終

服用後約15時間内の民を鴻便採虫したととろ，アメリカ

鈎虫単独寄生 5名，両種混合寄生 4名て，アメリカ鈎虫

308隻，ヅピニ鈎虫 9隻を得た。水野（1956）は群馬県

において山地にはヅピエ鈎虫が多く，平坦地にはアメ

リカ鈎虫が多いと報告し，永吉 (1956）はヅピニ鈎虫

が dominantspeciesである地帯は一般に高燥地帯てあ

るのに反し，アメリカ鈎虫ては低湿地帯に多いとしてい

るが，我々の調査した成績は群馬県の平坦地のものであ

り，両者の主張と一致している。 ζのことについては感

染経路その他の差異をも考慮されなければならないとし

ても，一般的には両種鈎虫の分布について気象条件の影

響を特に慎重に考える必要があるように思う。

第 2表分 布 鈎 虫

A.d. A.d.十N.a. N.a. 

姻l 谷 。 。
海 老 瀬 2 5 

館 林 。 。
大 筒 野 。 4 5 駆 虫

計 2 9 19 30 

姻虫は意外に少し 16.59%に過ぎなかった。乙のよ

うに鈎虫の感染率が高く，姻虫のそれの低いことについ

て，山脇（1956）は姻虫と鈎虫の拾抗現象を論じている

〔寄生虫学雑誌・第 6巻・第 2号

が，その成績に著明なものを見ず，また基盤となる例数

もや〉少く，再検討の必要があると考えられる。また，

Beaver(1952）や Sadun(1955）は虫卵の発育に及ぼす

土壌の性質を気象条件とともに述べているが，我々も土

壌の性質が気象条件と相侯って両種の感染並びに牙布に

大きな影響を与えるであろうととは充牙に考え得られる

ととである。勿論，その土地の人間の生活型が更に第二

次的影響を与えるととは既にのべたとおりである。

蜘虫の感染率を年齢別に考察した場合（第3図0),5 

～7歳の幼児が平均感染率より高いほかは特に差は認め

られなかったが， ζのことについては著者の一人鈴木ら

(1956）が既に報告した。

他に鞭虫 c15,17%），東洋毛様線虫（0.49%），横川吸

虫（0.85%）を認め，全寄生虫を合めた虫卵陽性率は

63.66であった。

総括

1）群馬県館林周辺の 6地区 930名の内，検便により

14.84%の肝吸虫感染者を見出した。

2) 年齢別，性別，職業別などによってとれb肝吸虫

の感染状況を考察したが，淡水魚生食その他肝吸虫メタ

セルカリアを経口的に摂取すると予想される各種の調理

方法を含む各家庭の風習が感染に大きな役割を果してい

ると考えられる。

の これを検定するために，肝吸虫感染者の家族集積

性の有無を二項牙布による理論分布を以て計算し， χ2＿検

定を行うと，明らかに実際牙布とくい違い，家族的に集

積して感染していることが認められる。

心 第一中間宿主と第二中間宿主は豊富に存在してい

るが，第二中間宿主の一個体に対する肝吸虫メタセルカ

リアの感染濃度はむしろ稀薄であった。

5) 他の内部寄生虫ては鈎虫が最も高い感染率を示

し，アメリカ鈎虫が本地方てはより優先的に分布してい

るものと推定される。

本調査に当り，板倉町後場並びK館林市役所各位の協

力を，また福島健氏に技術的援助を得た。記して謝意を

表する。
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本論文の要旨は第11回日本公衆衛生学会総会に報告

し？と。
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Summary ‘ 

The present work was undertaken to gain in-
・formation on the distribution and epidemiology 

・of the hum.an liver-fluke in Tatebayashi districts, 

'Gunma Prefecture. 

The distribution and intensity of human liver-

世ukeincidence in this districts were obtained by 

•examining stools samples of six farm.er’s com・
munities from six villages. Of the 930 exami-
nations secured, 138 (14.84 per cent) were positive 
tl'o.r Clonorchis egg. The results of all the stool 
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examinations have been pooled for an analysis 

of the age and sex distribution of infection. The 

incidence and severity of the infection was found 

gradually increased with age up to adulthood 

(Fig. 3a). No signifi伺 ntdifference was found to 

exist between sexes (Fig. 4). In the rural areas 

the incidence of the infection among those dwell-

ing on the marshy region was, on the average, 

higher than that incidence among those distant 

from it. (Fig. 2) 

Among factors influenced the spread of the 
infection was found old customs habitually taking 

raw fish was to be noticed. Comparing the infe・

ction rate of each family, we could observe the 

incidence of the infection was high among the 

family which prevail such customs. 

The distribution of Clonorchis rn.etacercaria in 

56 fishes, was also studied and 0.05 per cent of 

them was found to habor Clonorchis metacercaria. 

The maximum number of metacercariae recovered 

from one fish was 5. Their infection rates were 

found lower than that of Miyagi Prefecture (Su-

zuki, 1955) as well as Nagano Prefecture (Ko-

miya, Suzuki et al, 1957). 

The incidence of hookworm infection was signi-

ficantly high among the other parasites, and 

relatively higher percentage on residents working 

in・ cultivated fields were recognized. 

To 9伺 sesthe treatment with tetrachlorethlene 

and to 21 cases cray plate culture technic was 

conducted to obtain the discharged worm or larvae 

of filariform.. Two of them were infected with 

Anの1wstomaduoゐnal.e,whereas 19 with Necator 

americanus and 9 with both species. Thus here 
among two species Necator americanus and re-

cognized to be a dominant one. 




